
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年産米の気温の推移を見ると、育苗期間は気温変化が大きく、ハウス管理が適切

でないところで焼け苗やカビが発生しました。田植え時期以降の気候は概ね高温多照で推移

し、特に６月中旬以降から８月上旬にかけては、記録的猛暑となったことから出穂は平年に

比べて早まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

降水量については、７月中旬から８月中旬まで高温少雨が続いたことから、ハナエチゼン、

コシヒカリ、あきさかりについて胴割米発生注意報が発令されました。しかし、９月になる

と台風や前線の影響で雨や曇りの日が多くなり、気温は平年並みで降水量は多く日照不足と

なりました。降雨の影響でコシヒカリの収穫作業は進まず遅れ気味になりました。 

本年の気象と稲作の生育概要 
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